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本資料についての注意点

本資料に含まれる業績目標等の将来数値につきましては、
現時点で入手可能な情報に基づき当社グループで判断した
ものであります。

将来数値には様々な不確実要素が内在しており、実際の業
績はこれらの将来数値と異なる場合がありますので、この将
来数値に全面的に依拠して投資等の判断を行なうことは差し
控えてください。
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Ⅰ．課題への対応状況
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第24期最重要課題 （第24期事業計画より）

第24期事業計画より（2007年3月23日発表）
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第24期 最重要課題

1. ASA（旧PSI)の完全統合
• 組織体制の再構築（～4月末）
• 現237名（米国）から77名を削減
• 研究開発子会社へ

2. 中国（南京・北京）への効率的シフト
• 研究開発（X）案件の移管（通期で49％）
• 受託（B/S)案件の移管（通期で50％）
• 技術習熟度の目標レベル達成

• 顧客情報の管理

3. 本社体制の維持・強化
• 営業・開発・管理体制の国内外の3方面化

日・米での効率的
研究開発体制の確立

日・米・中での
開発効率の改善

グローバル体制の確立



Copyright © 2007 ACCESS CO., LTD.  All rights reserved. 4

• 執行部の経営活動への注力促進

• 研究開発の３本部制導入
モバイル、IA/Solution、研究開発

• 営業・開発のオペレーション改善
IA・Solution系は同一責任者に

1. 効率的研究開発体制の確立

本社マネジメント強化
意思決定スピードアップにより、
研究開発の効率アップ

Q1：ASA（旧PSI）の完全統合、Q2：ACCESS Linux Platform ™ (ALP)
グローバル開発体制整備、ALP IPの本社買取（Q3）による研究開発投資の
一元管理、CTO Office創設を経て、
本社マネジメントの強化で研究開発体制の更なる効率化を推進
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ASA再構築
新組織体制の確立（～4月）

ASA再構築
新組織体制の確立（～4月）

1. ASA（旧PSI)の完全統合プラン

77名の削減実施（～3月）77名の削減実施（～3月） 日・米での効率的な研究開発体制の確立日・米での効率的な研究開発体制の確立

Q1 Q2 Q3 Q4

営業
マーケティング

開発

管理

適正な規模へ縮小

R&Dコア部隊以外を削減

適正な規模へ縮小
人員削減実施

月次予実管理
HQへ毎月の報告業務

（営業状況、開発状況、財務状況、人事状況他）

HQと連携した営業・マーケッティング体制

新組織体制
鎌田
CEO

安井
Global COO

大石 SVP (Sales & Marketing)

室伏
Global CFO

阿部 SVP (General  Admin)

Kendall  VP (R&D)

Cacioppo  VP (Engineering)

Diaz  VP (PSM)

Global　R＆D拠点化
ALP Operator 対応コア開発、Ver2開発など

第24期事業計画より（2007年3月23日発表）
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2. 開発効率の改善

今後、さらなる効率改善と
業容拡大のためにも
中国シフトを推進

・ 国内協力会社への依存
度低下と中国シフト進行
で、受託の粗利率は
37％（Q3）へと改善

A) グループ内開発リソースの有効活用
国内協力会社への依存度低下
中国シフト進行中

B) プロセス徹底レビュー
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2. 中国（南京・北京）への効率的シフトプラン

Q1 Q2 Q3 Q4

■海外移管率 35%
（南京）エンジニア 262名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア 60名

■海外移管率 35%
（南京）エンジニア 262名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア 60名

■海外移管率 53.3％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア132名

■海外移管率 53.3％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア132名

■海外移管率 54.9％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア162名

■海外移管率 54.9％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア162名

■海外移管率 54.9％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア162名

■海外移管率 54.9％
（南京）エンジニア 330名
（北京）エンジニア 71名
（オフショア）エンジニア162名

HQへ開発状況適時報告
品質維持の実施
納期厳守の実施

HQ主導の研究開発の実施
HQ主導の標準製品開発の実施
HQ主導の受託開発の実施

組織・体制作り（～6月）
（異動・再配置、品質管理、事務サポート)

先行プロジェクト開発（Q2で完全統合）

HQアウトソース確定（～5月）
中国リソース確保（～5月）
（南京・大連・オフショア）

インフラ/教育（Phase1：HQ主導) （～5月）
（コミュニケーション・開発スキル・プロセス・品質）

インフラ/教育（Phase2：中国主導) （6月～）
（コミュニケーション・開発スキル・プロセス・品質）

インフラ/教育（Phase3：中国主導) （随時実施）
（コミュニケーション・開発スキル・プロセス・品質）

組織組織

インフラ

教育

インフラ

教育

発注発注

第24期事業計画より（2007年3月23日発表）

開発効率改善
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製品粗利率改善の理由
1.グループ内開発リソースの有効活用
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75北京、南京総人員

5月2007年

(人月: 計画は現時点の見込)中国シフトの推移

国内協力会社への依存度低減 （人月: 金額ベース割戻し、計画は現時点の見込）

国内協力会社削減実績と計画

国内協力会社削減と
中国シフトを推進

更なる中国シフト強化へ

計画

計画
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製品粗利率改善の理由
2. 上期特殊原価の研究開発投資が売上貢献

1seg 効果
•ワンセグ搭載携帯電話がハイペースで普及

(2007年9月末までに累計約 1,400 万台。9月単月のワンセグ対応機比率は31.7%）
•PCカード、カーナビ、 その他の機器にもワンセグ搭載

SoftBank効果
•今期より全面採用となった、SoftBank Mobile携帯電話の出荷順
調

今後は、
研究開発投資の
回収フェーズ
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3. グローバル体制の確立
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3. 本社体制の維持・強化プラン

ASAの業務完全統合　（安井）
IPIの業務完全統合　（楢崎）
開発を中国へシフト準備　（渡邊・植松）
子会社管理体制確立（室伏・阿部）
本社開発体制の強化　　（渡邊・笛木）

ASAの業務完全統合　（安井）
IPIの業務完全統合　（楢崎）
開発を中国へシフト準備　（渡邊・植松）
子会社管理体制確立（室伏・阿部）
本社開発体制の強化　　（渡邊・笛木）

Q1 Q2 Q3 Q4

営業
マーケティング

開発

管理

営業・マーケティング
統合

中国アウトソース確定
インフラ整備・組織構築

月次予実管理強化

海外子会社の開発管理
海外外注の開発管理

国内、海外子会社の財務管理
子会社の報告管理と業務改善
四半期毎にロールオーバー

　　　　　　　　　　　　国内：継続して国内企業へ深耕
　　　　　　　　　　　　海外：ASA, ASE, ASCと連携

国内：継続して国内企業へ深耕
海外：ASA, ASE, ASCと連携

開発海外シフト完了
期日・品質管理フォロー

国内、海外子会社の財務管理
子会社の報告管理と業務改善
四半期毎にロールオーバー

中国へのシフト完了 （渡邊・植松）

開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務状況の管理　（室伏）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

中国へのシフト完了 （渡邊・植松）
開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務状況の管理　（室伏）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

中国開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

中国開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

中国開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

中国開発効率の改善　（渡邊・植松）
財務内容を四半期毎に見直し（室伏）
本社開発体制の強化　（渡邊・笛木）

第24期事業計画より（2007年3月23日発表）

Q3までに構築完了した体制
連結ベースでの月次予実管理体制
グローバル営業・開発体制

残る課題は、
好調な受注環境の下で、
海外も含む業容拡大に
向けた組織最適化の完遂

グローバルで経営効率の
向上を目指し、グローバル
マネジメント強化のための

組織再編を推進
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グローバル経営効率のさらなる向上へ

グローバルでより競争力を高め、経営効率をさらに向上させるため、各子会社の連携
強化、役割の見直し等を図る。将来の事業拡大を見据え、経営基盤をさらに強化し、
以下、グループ組織案に向け、再編中。

ACCESS CO., LTD.
(Japan)

ACCESS JAPAN CO., LTD.
(Japan)

ACCESS Seoul
Co., Ltd.
(Korea)

ACCESS China Inc.
(Cayman)

ACCESS Systems
Europe Holdings
(Holland)

ACCESS Systems
Americas Holdings, Inc.

(US)

ACCESS Beijing
Co., Ltd.
(China)

ACCESS Nanjing
Co., Ltd.
(China)

ACCESS Systems
Germany GmbH

(Germany)

ACCESS Systems
France SARL

(France)

ACCESS Systems
USA Inc.

(US)

IP Infusion, Inc.
(US)

地域統括会社

地域別事業会社

US:
休眠子会社は整理の方向
ASFをASEに移管

EU:
地域統括子会社設立
ASFを管理下に

China:
南京はグローバル拠点、
北京は国内拠点

Asia:
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グループ経営効率化の進捗：
アメリカ・ヨーロッパにおける再編

ACCESS

ACCESS Systems 
Americas

ASF

ASE

ACCESS

ACCESS Systems 
Americas

ASF

ACCESS Systems Europe 
Holdings （仮称）

ACCESS Systems 
Germany （仮称）

現状 再編後

グローバル経営効率化の一環として、ヨーロッパ地域の再編に関しては、地域統括子会社を設立
既存の子会社であるACCESS Systems Europe GmbH（ドイツ）やACCESS Systems France SARL（フランス）を
順次当地域統括子会社の傘下におくことよってヨーロッパ地域内における持株会社制に移行

今後のヨーロッパ市場においても、より競争力を高めるために、
欧州地域内の子会社間連携を強め、管理機能の共通化等の効率化を図る。
将来の事業拡大を見据え、経営基盤を強化。
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Ⅱ. 成長ドライバー：ALPの提供
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ALP : プラットフォーム＋オペレータパック構築へ
NTTドコモ、NEC、パナソニック・モバイルコミュニケーションズ、エスティーモ、ACCESSの5社で合意

2007年12月11日プレスリリース

Operator Pack

ACCESS Linux Platform

「ACCESS Linux Platform」を基に、グローバル市場を見据えた共通プラットフォームを開発。
オペレータの各種サービスに対応するアプリケーションソフトを統合したオペレータパックと
組み合わせ、複雑化するソフトウェアの更なる品質向上・高機能携帯端末の開発効率向上に貢献し、
携帯端末の迅速な市場投入の実現へ

「MOAP（Mobile Oriented Applications Platform）（L）」
の資産を有効活用。携帯電話用Linux® OSの
普及促進団体 「LiMo Foundation」仕様にも対応した
共通プラットフォームの開発を主導。
2009年度の製品化へ

エスティーモ

5社で覚書を締結（12月10日）

NEC

NTT DoCoMo パナソニック・モバイル
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さらなるLinuxへの展開

ノキア製Linuxベース携帯情報端末に「Garnet™ OS」アプリケーションを提供
―「ACCESS Linux Platform」の開発環境を支援－

2007年11月13日プレスリリース

Nokia N770 Nokia N800 Nokia N810

「Garnet™ VM」の評価版をACCESSホームページから2007年中に無償ダウンロードで配布開始

米 「Garnet VM」はLinux環境において「Garnet OS」（旧 Palm OS® ）ベースのアプリケーションを

実行可能とするための互換性が確保された「Virtual Machine（仮想マシン）」で、「ACCESS™ Developer
Network」の開発者向けに提供しており、30,000以上の携帯情報端末向けソフトウェアに対応
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Ⅲ．その他の成長ドライバｰ
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ブラウザ
• フルブラウザに最適な新機能をNTT DoCoMoに提供
ワンセグブラウザも好調

• Amazon “Kindle”に、NetFront Browser搭載

End to End Solution の提供へ
• ACCESS Media 音楽配信サービス提供
• NetFront® Transcoderの提供

DLNA推進中
NGN
• 「ZebOS® 」MPLS（パケット転送の高速化技術）ネットワーク環境に
おける相互接続性を実証

成長ドライバー
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ドコモの905i、705iシリーズ全23機種に
NetFront Browser を提供

NetFront Browserは、フルブラウザに対応。新機能を提供し、ワンセグブラウザも搭載進行

ブックマークサムネイル、 PagePilot、Virtual Pointerを提供 ワンセグブラウザも好調

ハードウェア的にポイン
ターを持たない端末上で
も、機能の切り替えでポ
インターを実現。
リンクの近くへ来るとポ
インターが自動的にリン
クに吸着。

Virtual Pointer

PagePilot
下スクロール
が続くと自動的に
PagePilotモード
に切り替わる

ブックマークサムネイル

ブックマークしたページの
サムネイルを好みのカテゴリに
分類し、分かりやすく表示。

「SO905i」「SO905iCS」
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Amazon “Kindle”にNetFront Browser を提供

Amazonのワイヤレス機能付き電子書籍リーダ「Kindle」に
「NetFront Browser」を提供

米 「Kindle（キンドル）」
米Amazon.com, Inc.（以下アマゾン）が米国にて2007年11月19日に販売を開始した、書籍、ブログ、雑誌
および新聞など90,000点を越えるコンテンツへのアクセスが可能なワイヤレス機能付き電子書籍リーダ
（「Kindle」は、2007年11月末現在日本では販売していません）

NetFront Browserをワイヤレス接続に対応した「Kindle」に搭載することで、
検索サイトや「Kindle」上の書籍、ブログ、雑誌および新聞などに
貼られたリンクを通してウェブサイトへアクセスすることが可能に。



Copyright © 2007 ACCESS CO., LTD.  All rights reserved. 18

Content Store

-権利整理
- アグリゲーション

Delivery Platform  
Services
- システムインテグレーション
-携帯向けコンテンツ変換
- カタログ
- DRMの提供可能(OMA1.0,2.0)
-配信プラットフォーム
- コンテンツマネージメントシステム

楽曲フル配信 Client

- Searching & Shopping 
- Sharing protected contents
- Managing playlists …

Delivery
Platform

+
Services

携帯電話向けの音楽配信サービスための Client Server システム。
ネットワークやデバイスの特性に応じた使いやすさを提供。

サービスも提供。China Unicom, Smartone などと契約済み。

音楽配信サービス
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NetFront Transcoder 新たなビジネスモデル

携帯電話からの一般サイト閲覧の幅広いニーズに応えるために、ACCESS として
はじめて、サーバ変換ソリューション「NetFront Transcoder」を開発

NetFrontNetFront
TranscoderTranscoder

HTMLTranscoding

携帯向け
HTML

PC Web Site

シングルカラム画面

アライアンス

モバイル広告配信ネットワーク拡大
および広告主向けモバイルサイト
生成サービスにおける技術提携

行動目的や状況にマッチする
情報を配信



Copyright © 2007 ACCESS CO., LTD.  All rights reserved. 20

DLNA 推進中

レンダー・ホッピング

• 再生機器の自動切換え

帰宅

WiFi, 
Bluetooth®

Technology, 
USB接続

毎日、仕事や遊びから自宅への帰り道
では、携帯音楽再生機器を使って、帰
宅するまで、お気に入りの音楽を聴い
たり、勉強用のコンテンツを聴く。

毎日、仕事や遊びから自宅への帰り道
では、携帯音楽再生機器を使って、帰
宅するまで、お気に入りの音楽を聴い
たり、勉強用のコンテンツを聴く。

※事前に、プレイヤーの自動切換えを実施するか、確認ポップアップを表示して手動切り替えにするかは設定できる事が望ましい。

DMC側のコンフィグレーションで、レンダー側を特定させる事が必要。

宅外

宅内

帰宅後、携帯音楽再生機器から音楽の出力先が変更されて、ハイ
パフォーマンスなオーディオ機器からコンテンツが再生される。

帰宅後、携帯音楽再生機器から音楽の出力先が変更されて、ハイ
パフォーマンスなオーディオ機器からコンテンツが再生される。

例えば、一歩進んだ音楽の楽しみ方
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ZebOS: ネットワーク機器のコアソフトウェア

「ZebOS」が、Isocoreの試験で
MPLSネットワーク環境における相互接続性を実証

Isocore（ネットワーク技術検証団体）が実施した、パケット転送の高速化技術「MPLS（Multi-
Protocol Label Switching）」試験に参加し、通信機器向けソフトウェアプラットフォーム「ZebOS」
と世界の主要ネットワーク機器メーカの製品との相互運用性を実証

MPLS 2007インターナショナルコ
ンファレンス（ 2007年10月）にお
いて、8社で相互接続性を証明
・IP Infusion
・Agilent Technologies
・Alcatel-Lucent
・Cisco Systems
・Foundry Networks
・IXIA
・Juniper Networks
・Redback Networks
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Appendix: 既存ビジネスの成果
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4億8700万台
(うち携帯端末4億1300万台)

1302機種
(うち961機種が携帯端末)

累計出荷台数 - 4億8700万台突破

出
荷
台
数
（
累
積
）

搭
載
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数
（
累
積
）

(2007年11月末)
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国内全キャリアに浸透する高機能機種
各社2007秋冬モデル

2007秋冬モデルでも、新機種が続々登場

全9機種(10/16) 全10機種(10/22)全23機種 (11/1)
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グローバルに拡大するビジネス
Samsung向けにNetFront Browser搭載

SGH-E870

SGH-D848SGH-D830 SGH-E860V
3G

SGH-D800
GSM

SGH-E778
GSM

SGH-D808
GSM

SGH-D520
GSM

SGH-E770SGH-A501 SGH-A701

SGH-Z230

SGH-Z510
3G

SGH-Z130
3G

SGH-Z320i
G-iMODE

3G

SCH-X889
GSM

SGH-Z400
3G

SGH-Z510

SGH-Z560

SGH-X828SGH-X820SGH-X810
GSM

SCH-X808
GSM

SGH-X818

SGH-D838 SGH-D840

SGH-E878 SGH-E900

SGH-V705 SGH-X800
GSM

SGH-E908

SGH-T629 SGH-T519SGH-S410i
G-iMODE

GSM

SGH-S500i
G-iMODE

GSM

SGH-S341i
G-iMODE

GSM

SGH-S400i
G-iMODE

GSM

SGH-S342i
G-iMODE

GSM

SGH
P900

SGH
P910

SGH
P920

SGH-S401 SGH-S501

SGH-X838 SGH-Z238 SGH-Z360 SGH-Z370

SGH-Z620 SGH-Z630 SGH-Z720

SGH-X830

SGH-V707 SGH-V709

SGH-P318 SGH-P930 SGH-P940

SGH-V706

SGH-ZV10
VF Live!Cast

SGH-ZV30
3G

SGH-Z710
3G

SGH-ZV40 SGH-ZX10
3G

V804SS
VFKK 3G

SGH-ZV50 SGH-ZX20

SCH-U540

SGH-A706

SCH-U620

SGH-A707 SGH-E570

SGH-P310

SCH-U410 SGH-E490 SGH-E498

SGH-E578 SGH-E790 SGH-F300 SGH-U600 SGH-V708 SGH-Z240 SGH-Z368 SGH-Z728 SGH-A717 SGH-A727 SGH-A801 SGH-E840 SGH-E848 SGH-F308
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グローバルに拡大するビジネス
Samsung向けにNetFront Browser搭載

SGH-F500 SGH-S730 SGH-U100 SGH-U106 SGH-U300 SGH-U608 SGH-U700 SGH-V777 SGH-V805 SGH-X836 SGH-Z170 SGH-Z248

SGH-ZV60SGH-U700 SGH-A411 SGH-A412 SGH-A711 SGH-E210 SGH-E950 SGH-F200 SGH-F210 SGH-F330

SGH-G600 SGH-L760 SGH-L768 SGH-S720 SGH-T419 SGH-T539 SGH-T639 SGH-U108 SGH-U308 SGH-F508
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非携帯分野でも NetFront ファミリー浸透

デジタルTV

ユニデン株式会社

TL42AZ1

「あらゆる機器にNetFront」を目指し、新分野へ布石

ユニデン株式会社

デジタルTVチューナー

DT300

DT300W

TL42AZ1

パイオニア株式会社
BD-V７００

CATV用STB
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